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着心地の良い衣服パターン設計（第３報）

　　　　　　一歪ゲージ式２軸センサーの試作一
文化女大家政Ｏ佐藤箕知子　池田和子　渡部旬子　宮川由香

　目的：着用時の衣服の変形量を歪ゲージ式２軸センサーでとらえることにより、着心地

の定量化をはかり。着心地の良い衣服パターン設計の為のパラメータとして有効利用しよ

うとするものである。

　方法：そのために考案・試作したセンサーの形状は、図のような変形Ωゲージで薄いリ

ン青銅を加工した４側面に、歪ゲージを貼付したものである。これを衣服パターン設計上

基準となる線のタテ・ヨコの布目にセンサーの方向を合わせて縫い留めて。２方向の歪量

を計測する。本研究ではジャケットの着心地評価に大きく影響を及ぼす背面の歪量を、試

作したセンサーを用いて計測した。背幅にだけ±2011の差をつけた３種のジャケットをコ

ンピュター制御による可動マネキン（J 1 S基本人体寸法9AR）に着用させ。動作時の

歪量を計測した。計測点は、背幅の中央に１点・後ろ袖ぐり底線に２点の計３点とし。表

面から表布だけをすくつてセンサーを縫い留めた。本歪センサーは、装着時は外方に突出

している状態なので動作のじやまにならないよう、また、しわや縮み部分

　にたたみこまれないように留意する必要がある。

　結果：前挙動作時には３計測点のいずれもヨコ方向に伸びをタテ方向

には収縮を示した。またパターンに差をつけた背幅の中点においては、

背幅小より背幅中及び大の方が歪が小さくなっていることを確認した。

2Gp-5 着心地の良い衣服パターン設計（第４報）

　　　　　一官能評価の標準化一

文化女大家政Ｏ池田和子　佐藤真知子　渡部旬子　宮川由香

　目的こ着心地の良い衣服パターンを設計する為には。まずパターンの良否の評価法が求

められる。既報（l～3報）において。物理量と､しての計測方法について取り組み、デー

タを積み重ねている。しかし実用化の為には解決しなければならない問題が数多く残され

ている。一方。現在のところ衣服パターンの評価は。仮縫い状態での着用による官能評価

を用いることが多い。官能評価は簡単に結果が求められる所から広く用いられているが、

手法そのものを吟味し標準化せずに個々に用いられる傾向がみられる。いずれ上記の物理

量と対応していく上でもまず官能評価法そのものの標準化が必要と思われる。官能評価法

は、サンプル差をとらえる手段として人間の五感を用い、その違いを言葉で表す。従って、

その表現をする評価用語の選定と、センサーにあたる人間側（パネル）の精度の高さが前

提条件となる。特にパネルの能力として最も大切な感覚の鋭敏さ、つまり識別能力が求め

られる。言わば機械センサーの感度にあたるものであり、非常に重要である。そこで本研

究は。このパネルの精度について取り上げ、特にジャケットのパターン差を着用評価でき

る識別能力について検討を行った。

　方法：パターンの背幅寸法のみを変えた標準サイズのジャケット５着を約150名の女子学

生に着用させ、動き易さの良否を５段階絶対評価させた。

　結果：ジャヶツトのパタ■―ン寸法の2cm差を識別出来たパネルは約6%と予想外に少な

い結果となった。53％の約半数の人達は全く識別能力がないことが明らかとなった。実験

を行なう上でのパネルの選定の重要性を明らかにすることが出来た。
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